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みんないい顔してるね

私だって！おれ
負けねーぞ！



基金残高の推移（単位：億円）

特定目的基金 ･･･ 特定の目的を持った事業に使う。
　　　　　　　　（目的を持った事業以外には使えない）
復  興  基  金 ･･･ 町の復興拠点や復興計画・生活再建支援。
　　　　　　　　（復興事業以外には使えない）
財政調整基金 ･･･ 町の財政をおぎなうための基金。
　　　　　　　　（収入が不足した時に使う町の貯金）
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平成26年度決算認定で基金残高が288億円になりました。
これは、震災以降、東日本大震災復興基金71億円、電源立
地地域対策交付金２基金90億円など将来の町づくりのために
積立てた基金です。

平
成
27
年
９
月
定
例
会
は
９
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の
９
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
平
成
26
年
度
決
算
認
定
や
平
成
27
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事

案
件
な
ど
31
議
案
を
審
議
し
全
議
案
と
も
可
決
し
ま
し
た
。

平成26年度
決算認定

震
災
前
と
比
べ
基
金
積
立
て
１
８
４
億
円
増

基
金
残
高
２
８
８
億
円
の
内
１
６
５
億
円
は
新
た
な
町
づ
く
り
に
活
用

９
月
定
例
会

拠点に絶対必要なふれあいパーク
町民大会もできるし毎日町に行けるよね



吉
田
代
表
監
査
委
員
よ
り
、
決
算
お
よ
び
基
金
運

用
状
況
の
審
査
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

公
平
感
を
保
つ
た
め

一
層
の
徴
収
対
策
の
強
化
を

平成26年度　会計別の決算状況（万円未満四捨五入）

会　　計　　名 収 入 総 額 支 出 総 額 差　引　き 滞　納　額

一 般 会 計 605億875万円 599億4085万円 5億6790万円 5526万円

支 出 総 額　599億4085万円の内、538億円は基金積立てであり、内訳は下記の通りです。
内　　　訳　中間貯蔵施設地域振興基金33億円、中間貯蔵施設整備影響緩和基金461億円、
　　　　　　基金積立て44億円、事業費61億4085万円

特
　
別
　
会
　
計

坂下ダム施設管理事業 4795万円 4393万円 402万円 0

国 民 健 康 保 険 25億7754万円 24億6676万円 1億1078万円 2142万円

奨 学 資 金 貸 与 7246万円 5931万円 1315万円 778万円

下 水 道 ３ 事 業 286万円 202万円 84万円 28万円

中央台霊園管理事業 44万円 29万円 15万円 0

介 護 保 険 事 業 12億2912万円 11億4851万円 8061万円 0

介 護 サ ー ビ ス 事 業 563万円 536万円 27万円 0

後 期 高 齢 者 医 療 2420万円 2385万円 35万円 0

会 

計 

別 

決 

算

監 
査 

報 

告

平
成
26
年
度
も
概

お
お
む

ね
健

全
な
財
政
運
用
と
い
え
る
。

収
入
支
出
に
お
い
て
中

間
貯
蔵
施
設
立
地
地
域
振

興
交
付
金
約
33
億
円
、
中

間
貯
蔵
施
設
整
備
等
影
響

緩
和
交
付
金
４
６
１
億
円

の
２
つ
の
交
付
金
合
計
額

約
４
９
４
億
円
が
増
加
し

た
こ
と
に
伴
い
、
過
去
最

高
の
金
額
と
な
っ
て
い
る
。

税
収
に
つ
い
て
は
、
町

税
が
39
億
円
で
あ
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
東
京
電
力

株
式
会
社
に
係
る
大
規
模

償
却
資
産
課
税
額
で
多
く

の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

一
般
財
源
の
内
、
町
税

の
滞
納
額
が
約
５
２
７
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
税
や
使
用
料
お
よ
び

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
更

な
る
納
税
等
の
公
平
感
を

保
つ
た
め
に
も
一
層
の
徴

収
対
策
の
強
化
を
期
待
す

る
。支

出
に
つ
い
て
は
、
一

般
会
計
や
介
護
保
険
事
業

等
で
不
用
額
が
増
加
し
て

い
る
。

こ
れ
は
除
雪
作
業
委
託

費
や
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
等
年
度
末
の
支
払
い

が
予
測
で
き
な
い
た
め
あ

る
程
度
の
不
用
額
が
出
る

こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と

認
識
で
き
る
が
、
今
後
に

お
い
て
も
、
適
格
な
予
算

積
算
と
適
正
な
予
算
執
行

に
努
め
ら
れ
た
い
。

基
金
に
つ
い
て
は
、
基

金
本
来
の
目
的
を
再
確
認

し
、
現
況
に
即
し
た
基
金

の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
。
今
後
も
引
き

続
き
費
用
対
効
果
を
検
証

す
る
中
で
経
費
削
減
を
図

り
、
効
果
的
な
財
政
運
営

に
努
め
る
こ
と
を
期
待
し

意
見
と
す
る
。

中間貯蔵施設影響緩和交付金
どう活かす 461億円
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重  

点  

事  

業
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小学４年生がガイドの案内で五色沼自然探勝路を散
策し、環境に与える森林の重要性を認識しました。
中学２年生は木工の講師を招いて間伐材を使用した

椅子を製作しました。
特色ある学校教育と少人数での充実した学習内容と

なるよう要望しています。

森林環境学習
29万円

町内主要水路のゴミ等の片付け、堰
せき

の補修等、常に
通水状態を維持し、災害時の水源となるよう水路維持
をしています。

水路維持補修
599万円

町内の立ち入りゲート等に車輌ナンバー認証
システムおよび防犯カメラを設置し、不審者や
不審車輌の監視を行っています。
議会も盗難防止対策として早期設置を要望し
今回の設置となりました。

町内の防犯対策
1億5252万円

平成26年度も生活支援や将
来を担う子どもの教育支援お
よび町内の監視・町民の安全
確保等の事業を実施しました。
その中から主な事業をクロ
ーズアップしました。ガンマカメラで適性除染　住宅の安心確保へ

あなたの車も見られてます

マイナスイオンを浴
あ

びながら

まずはゴミ片付け



重  

点  

事  

業
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除染後の宅地をカメラで放射線測定
1217万円

ガンマカメラとよばれる放射線を可視化する
カメラで大川原・中屋敷地区の住宅118戸の放
射線測定を実施しました。
ホットスポット（線量の高いところ）は再除
染を要望しています。

会津若松市仮設住宅12カ所の除雪を町内建
設会社に委託して実施しています。
仮設住宅は高齢者が多く、冬期間の転倒防止

が目的です。

会津若松市仮設住宅除雪
1億1300万円

災害発生時に町民の一時帰宅者・工事作業員
等への連絡手段として復旧しました。
未設置場所があり引き続き整備を要望してい
ます。

防災行政無線復旧
５億3112万円

ガンマカメラで適性除染　住宅の安心確保へ
前年度実施した事業をクローズアップ

ホットスポット発見（赤色ほど高線量）

皆んなで力を合わせ雪片づけ

最新の防災デジタル無線　タイムリーな情報を



6おおくま議会だより第35号
2015年11月１日発行

技
に
補
助
し
た
の
か
。

　
　

市
町
村
対
抗
駅
伝
お

よ
び
野
球
大
会
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
２
団
体
に
補
助
し

た
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
い

わ
き
市
・
会
津
若
松
市
そ

れ
ぞ
れ
で
何
台
運
行
し
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
運
行
は
何
ル
ー
ト

か
。

　
　

い
わ
き
市
は
１
台
の

み
。
会
津
若
松
市
は
委
託

バ
ス
が
７
台
、
町
の
バ
ス

11
台
の
18
台
で
運
営
し
て

い
る
。
ル
ー
ト
は
18
ル
ー

ト
で
あ
る
。

答問答

策
強
化
し
て
お
り
結
果
と

し
て
滞
納
し
て
い
る
人
の

納
税
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
財
産
の
差
し

押
さ
え
は
で
き
な
い
の
で

粘
り
強
く
督
促
し
て
い
く
。

　
　

地
域
保
健
対
策
推
進

費
の
中
で
、
自
殺
予
防
事

業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

　

ま
た
不
用
額
が
出
て
い

る
が
ど
う
し
て
か
。

　
　

講
演
会
と
個
別
相
談

会
を
し
て
い
る
。
年
度
で

５
回
計
画
し
て
い
た
が
大

雪
で
１
回
中
止
に
な
り
不

用
額
が
生
じ
た
。

問答

　
　

梨
の
実
サ
ロ
ン
の
利

用
状
況
は
。

　
　

１
日
平
均
10
人
以
下

問答

の
利
用
者
で
あ
る
。
イ
ベ

ン
ト
開
催
日
に
は
10
人
以

上
が
参
加
し
て
い
る
。

　
　

不
納
欠
損
処
理
の
時

効
は
何
年
か
。
ま
た
欠
損

処
理
さ
れ
た
人
へ
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
は
あ
る
の
か
。

　
　

時
効
は
２
年
で
あ
り

今
年
度
全
て
の
滞
納
者
が

欠
損
処
理
対
象
に
な
る
。

　

保
険
料
を
支
払
わ
ず
欠

損
処
理
を
さ
れ
た
人
は
、

将
来
的
に
介
護
給
付
を
受

け
る
場
合
、
１
割
負
担
が

３
割
負
担
に
な
る
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
あ
る
。

　
　

県
大
会
の
補
助
費
が

１
２
３
万
円
決
算
さ
れ
て

い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
団
体
・
競

問答問

決  

算  

質  

疑無
駄
は
な
い
か
？

各
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク

平
成
26
年
度
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

無
駄
な
支
出
は
な
い
か
、
税
収
に
公
平
性
は
保

た
れ
て
い
る
か
、
き
め
細
や
か
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

医
療
費
が
増
大
し
て

い
る
が
、
対
策
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

被
保
険
者
数
が
４
１

４
６
人
で
前
年
度
と
比
較

し
て
37
人
増
え
て
い
る
。

　

毎
年
被
保
険
者
数
が
増

え
て
い
る
中
で
、
現
状
で

は
医
療
費
を
抑
え
て
い
く

の
は
難
し
い
。

　
　

５
年
間
の
時
効
が
成

立
す
る
と
平
成
27
年
度
全

て
の
滞
納
者
が
不
納
欠
損

処
理
さ
れ
る
。

　

現
況
に
即
し
た
徴
収
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

督
促
状
を
送
付
し
対

問答問答

梨
の
実
サ
ロ
ン

国
保
税
滞
納

介
護
保
険
料

医
療
費

ス
ポ
ー
ツ
大
会
補
助

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

自
殺
予
防
事
業

心がなごむ土いじり



条
例
の
一
部
改
正
５

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内

容
を
報
告
し
ま
す
。
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設
の
受
け
入
れ
は
決
定
し

て
い
な
か
っ
た
。

　

当
面
は
分
団
単
位
の
求

心
力
を
頼
っ
た
運
営
を
し

て
い
く
が
、
見
直
す
時
期

が
来
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

役
場
職
員
も
消
防
団

に
入
団
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

そ
う
い
う
こ
と
も
考

え
て
い
き
た
い
。

問答
平
成
27
年
10
月
か
ら
個

人
番
号
が
町
民
全
員
に
届

け
ら
れ
ま
す
。

個
人
の
申
請
に
よ
り
、

カ
ー
ド
が
届
き
、
平
成
28

年
1
月
か
ら
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

　
　

情
報
管
理
室
や
総
括

責
任
者
な
ど
厳
格
な
る
組

織
を
つ
く
り
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

基
本
は
国
が
責
任
を

持
っ
て
管
理
す
る
。

　

個
人
番
号
は
町
で
委
託

し
て
い
る
会
社
の
サ
ー
バ

問答

　
　

条
例
改
正
で
は
、
町

内
に
勤
務
す
る
者
と
あ
る

が
何
処
の
企
業
を
対
象
と

す
る
の
か
。

　
　

近
い
う
ち
に
復
興
拠

点
の
大
川
原
地
区
に
事
務

所
お
よ
び
寮
を
設
置
す
る

企
業
を
対
象
に
お
願
い
し

問答

①
「
本
町
に
居
住
す
る
者
」

を
「
本
町
に
住
所
を
有

す
る
又
は
町
内
に
勤
務

す
る
者
」
に
改
め
る
。

条  

例  

改  

正 消防団定員
216人を167人に改正

消
防
団
定
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

72人が参加した秋季検閲式

て
い
く
。

　
　

定
員
を
２
１
６
人
か

ら
１
６
７
人
に
見
直
す
が

人
数
は
ど
の
様
に
決
め
た

の
か
。

　
　

各
分
団
長
の
意
見
を

聴
取
し
最
終
的
に
決
め
た
。

定
数
は
入
団
す
る
人
が
増

え
れ
ば
見
直
し
た
い
。

　
　

分
団
の
定
数
が
、
13

人
減
る
分
団
や
１
人
も
減

ら
な
い
分
団
が
あ
る
の
は

な
ぜ
か
。

　
　

活
動
可
能
な
人
を
各

分
団
で
調
査
し
た
結
果
の

人
数
で
あ
る
。

　
　

本
団
に
団
員
５
名
を

置
く
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
人
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

　
　

女
性
の
入
団
希
望
者

な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　
　

中
間
貯
蔵
施
設
が
建

設
さ
れ
れ
ば
30
年
活
動
出

来
な
い
分
団
も
あ
る
が
、

分
団
の
数
は
今
の
ま
ま
で

良
い
の
か
。

　
　

今
回
の
検
討
委
員
会

設
置
時
に
は
中
間
貯
蔵
施

問答問答問答問答

ー
で
管
理
し
て
い
る
。

　

不
特
定
の
人
が
確
認
で

き
な
い
様
に
管
理
す
る
。

　

運
用
開
始
時
期
ま
で
に

は
厳
格
な
管
理
体
制
や
管

理
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
個

人
情
報
保
護
に
努
め
る
。

　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を

紛
失
し
た
場
合
、
町
が
再

発
行
す
る
の
か
。

　
　

再
発
行
は
、
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
と
い
う
国
の
機
関
が
発

行
す
る
。

　

町
は
住
民
課
が
所
管
と

な
り
、
本
人
確
認
の
作
業

が
必
要
と
な
る
。

問答

②
消
防
団
の
定
員
２
１
６

人
を
１
６
７
人
と
す
る
。
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３
年
後
を
目
指
し
Ｉ
Ｃ
を
整
備

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
大
熊
Ｉ
Ｃ
整
備
、
ふ
る
さ
と
絆
応
援
事
業
、
避
難
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助
な
ど
の

予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
事
業
を
報
告
し
ま
す
。

町
の
復
興
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
熊
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
３
年
後
の
供
用
開
始
を
目
指
し
動
き

出
し
ま
す
。

総
工
事
費
36
億
６
０
０
０
万
円
の
内
、
町
負
担
分
で

す
。 大

熊
Ｉ
Ｃ
整
備

�
１
億
５
１
８
３
万
円

全
国
に
避
難
し
て
い
る
町
民
に
対
し
、
生
活
支
援
物

資
を
送
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
絆
応
援
事
業

�

３
４
３
０
万
円

小
中
学
生
に
図
書
券
を
贈
り
、
読
書
運
動
の
さ
ら
な

る
推
進
を
は
か
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
読
書
運
動
推
進

�

６
５
２
万
円

大
川
原
復
興
の
た
め
、
農
道
中
山
吉
田
線
１
６
０
Ｍ

を
舗
装
す
る
も
の
で
す
。

農
道
改
良
事
業�

５
７
０
万
円

旧
会
津
若
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
施
設
（
ゆ
っ
く
り

す
っ
ぺ
）
の
建
物
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
会
津
若
松
出

張
所
内
の
倉
庫
を
改
修
し
て
利
用
す
る
も
の
で
す
。

避
難
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助

�

１
５
５
４
万
円

補
正
予
算
主
な
事
業

人
　
　
事

下野上北向に設置される大熊 IC

投
票
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

投
票
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

小
田
貴
浩
氏
を
再
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

泉
田
隆
一
氏
を
新
任

同意 

教
育
委
員
会
委
員

同意 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

教育委員会委員固定資産評価
審査委員会委員

12
対
１
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決

【氏　　名】小　田　貴　浩
【任　　期】平成27年10月1日〜

平成31年9月30日

【氏　　名】泉　田　隆　一
【任　　期】平成27年9月28日〜

平成29年9月27日

このエリアに
できます

町道西 20号線

常磐自動車道
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ふ
る
さ
と
絆
応
援
事

業
委
託
費
に
３
４
３
０
万

円
計
上
し
た
が
、
何
の
事

業
で
い
つ
頃
実
施
す
る
の

か
。

　
　

避
難
生
活
支
援
の
一

環
で
、
米
な
ど
物
資
を
各

世
帯
に
送
り
た
い
。

　

今
年
度
は
初
年
度
で
会

津
産
の
米
・
切
り
餅
な
ど

を
12
月
末
ま
で
に
配
布
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

予
定
地
の
地
権
者
交
渉
は

ど
こ
で
行
う
の
か
。

　
　

国
・
県
の
立
ち
会
い

の
下
、
町
で
実
施
す
る
。

　
　

町
内
全
て
の
下
水
道

施
設
は
今
後
使
用
出
来
る

の
か
。

　
　

現
在
、
熊
川
、
夫
沢

の
処
理
場
は
津
波
で
使
用

で
き
な
い
。

　

熊
町
小
学
校
下
の
処
理

問答問答問答

場
は
使
用
し
た
い
が
中
間

貯
蔵
施
設
予
定
地
に
な
っ

て
お
り
、
環
境
省
と
の
調

整
が
必
要
と
な
る
。

　

他
の
施
設
に
被
害
は
な

い
が
配
管
の
破
損
調
査
が

必
要
と
な
る
。

　
　

国
の
地
方
創
生
地
域

活
性
化
支
援
の
一
環
で
、

子
供
の
読
書
活
動
推
進
の

た
め
図
書
券
の
購
入
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

何
人
対
象
で
ど
ん
な
狙
い

が
あ
る
の
か
。

　
　

こ
の
事
業
は
、
本
来

地
域
活
性
化
の
た
め
に
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
の

事
業
を
実
施
す
る
た
め
の

財
源
で
あ
る
が
、
大
熊
町

で
は
で
き
な
い
た
め
、
将

来
を
担
う
小
・
中
学
生
の

育
成
に
活
用
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

対
象
者
は
１
１
７
５
人

1
人
当
た
り
５
０
０
０
円

で
考
え
て
い
る
。

問答

　
　

大
川
原
地
区
の
進
捗

状
況
は
。

　
　

地
権
者
と
の
話
し
合

い
は
進
ん
で
い
る
。
価
格

提
示
前
の
段
階
で
は
１
０

０
％
了
解
を
も
ら
っ
て
い

る
。

　

今
後
は
土
地
の
価
格
を

提
示
し
た
い
。

　
　

会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
流
施
設
の
移
転

は
理
解
す
る
が
、
出
張
所

内
に
設
置
を
考
え
た
の
は

な
ぜ
か
。

　
　

場
所
を
探
し
て
い
た

が
、
利
用
者
か
ら
第
一
条

件
と
し
て
出
張
所
に
近
い

所
を
要
望
さ
れ
、
周
辺
を

探
し
た
が
結
果
的
に
鶴
城

小
学
校
で
使
用
し
て
い
た

倉
庫
が
最
適
だ
と
判
断
し

た
。

　

小
学
校
の
冬
休
み
を
利

用
し
て
引
っ
越
し
た
い
。

問答問答

　
　

農
地
除
草
で
出
た
雑

草
の
処
理
は
ど
う
す
る
の

か
。

　
　

袋
詰
め
し
て
仮
置
き

す
る
。
現
在
は
中
間
貯
蔵

施
設
へ
の
搬
入
は
で
き
な

い
が
、
搬
入
で
き
る
よ
う

に
環
境
省
に
要
望
し
て
い

る
。

問答

　
　

復
興
拠
点
で
の
墓
地

整
備
の
進
捗
は
。

　
　

地
権
者
８
人
の
う
ち

４
人
に
は
承
諾
を
得
て
い

る
。
平
成
28
年
４
月
か
ら

の
着
工
を
考
え
て
い
る
。

問答

早急に必要な墓地整備（中央台霊園）

補
正
予
算
質
疑年内に米・餅が届きます

大
熊
Ｉ
Ｃ

下
水
道

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
施
設

ふ
る
さ
と
絆
事
業

墓
地
整
備

農
地
除
草

こ
ど
も
読
書
推
進

復
興
拠
点
整
備



10おおくま議会だより第35号
2015年11月１日発行

一  

般  

質  

問

２
人
が
一
般
質
問

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

町
政
を
問
う

ズバリ

未来ある子どもたちのために頑張ってます

１．堀　川　亘　夫 議員 11
・町長の政治姿勢と意気込みを問う

２．阿　部　光　國 議員 12
・除染後でも希望があれば解体すべき
・復興のため設置すべき

一般質問を町のホームページで見れます
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東
日
本
大
震
災
・

原
発
事
故
発
生
か
ら
４
年

半
経
過
し
た
今
、
町
の
復

興
や
生
活
再
建
は
一
歩
前

進
の
傾
向
に
あ
る
も
の
の

ま
だ
道
中
ば
で
あ
り
、
中

間
貯
蔵
施
設
の
建
設
用
地

取
得
や
４
６
１
億
円
交
付

金
の
使
い
道
な
ど
早
期
実

現
に
向
け
、
ク
リ
ア
す
べ

き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

今
ま
さ
に
大
熊
町
存
亡

の
危
機
で
あ
り
、
町
民
の

行
方
の
命
運
を
左
右
す
る

極
め
て
深
刻
な
局
面
を
迎

え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

奮
起
一
番
行
政
・
議
会
・

住
民
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
こ
の
正
念
場
を
打
開
し

町
民
の
付
託
に
応
え
る
た

め
に
必
ず
や
り
遂
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る

は
ず
。

せ
め
て
目め

処ど

が
立
つ
ま

で
見
届
け
る
器
量
と
町
民

へ
の
思
い
や
り
が
町
長
の

大
義
と
し
て
求
め
ら
れ
て

い
る
と
確
信
す
る
。

堀
川

一  

般  

質  

問
堀
川
　
亘
夫 

議
員

問 町長の政治姿勢と意気込みを問う

答 課題克服のため精一杯努める

「
明
日
を
思
い
わ
ず
ら

う
こ
と
よ
り
も
、
今
を
如い

何か

に
す
べ
き
か
が
大
切
で

あ
る
」
と
思
う
。

町
長
の
政
治
姿
勢
と
意

気
込
み
を
問
う
。

　
　
　

４
年
半
に
亘わ

た

り
全

町
民
が
避
難
を
強
い
ら
れ

先
の
見
え
な
い
不
自
由
な

生
活
が
続
い
て
い
る
こ
と

に
行
政
を
預
か
る
者
と
し

て
大
変
心
苦
し
く
思
っ
て

い
る
。

　

幸
い
議
会
を
は
じ
め
職

員
も
力
を
合
わ
せ
て
対
応

し
、
町
民
の
皆
様
も
支
え

合
い
一
歩
ず
つ
前
に
進
む

こ
と
が
出
来
た
と
認
識
し

て
い
る
。

私
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
は
２
期
目
の
就
任
以
来

町
土
の
復
興
と
町
民
の
生

活
再
建
を
掲
げ
全
力
を
傾

注
し
て
き
た
。

　

結
果
が
な
か
な
か
現
れ

ず
忸じ

く
じ怩
た
る
思
い
も
あ
る

が
基
本
理
念
に
は
い
さ
さ

か
の
迷
い
も
な
い
。

町
長

　

こ
の
理
念
を
実
行
に
移

す
た
め
、
大
熊
町
第
二
次

復
興
計
画
を
策
定
し
職
員

と
一
丸
に
な
っ
て
取
組

み
、
議
会
の
ご
指
導
も
仰

ぎ
な
が
ら
町
民
の
付
託
に

応
え
る
努
め
が
私
の
責
任

と
考
え
る
。

　

復
興
に
向
け
て
最
も
厳

し
い
環
境
に
あ
る
我
が
町

が
し
っ
か
り
と
前
に
進
む

こ
と
が
「
福
島
再
生
の
原

動
力
」
に
な
る
と
信
じ
て

い
る
。

　

残
さ
れ
た
期
間
、
町
民

の
皆
様
の
希
望
に
繋
げ
る

形
を
出
せ
る
よ
う
課
題
克

服
の
た
め
に
今
ま
で
同
様

精
一
杯
努
め
る
。復興拠点の説明（町長と復興大臣）
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現
在
、
下
野
上
地

区
95
㌶
の
除
染
が
行
わ
れ

て
い
る
。
家
屋
は
、
半
壊

未
満
の
建
物
で
あ
っ
て
も

長
期
的
な
管
理
不
能
に
よ

り
、
居
住
が
困
難
と
判
定

さ
れ
れ
ば
、
国
が
解
体
除

染
を
実
施
す
る
と
な
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
我
家
に
対
す

る
思
い
出
が
あ
り
解
体
除

染
を
迷
っ
て
い
る
人
も
い

る
。

　

そ
こ
で
、
除
染
後
で
も

希
望
が
あ
れ
ば
、
解
体
で

き
る
よ
う
国
に
対
し
て
要

望
す
べ
き
。

　
　
　

除
染
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
家
屋
の
解
体
を

す
る
か
、
除
染
を
す
る
の

か
、
町
民
の
判
断
が
つ
か

な
い
場
合
、
家
屋
以
外
の

土
地
等
の
除
染
を
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
は
、
町
民
の
意
向
を

踏
ま
え
て
判
断
が
つ
か
な

か
っ
た
家
屋
に
つ
い
て

は
、
除
染
事
業
が
終
了
し

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
家

屋
解
体
と
し
て
対
応
で
き

る
よ
う
国
に
要
望
す
る
。

阿
部

町
長

一  

般  

質  

問

　
　
　

除
染
で
出
た
可
燃

性
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
と

容
積
は
10
分
の
１
程
度
に

減
る
。

　

減
容
施
設
は
、
申
請
を

し
て
運
転
開
始
ま
で
３
年

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

国
に
対
し
て
、
早
急
に

要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

現
在
、
帰
還
困
難

区
域
の
除
染
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
、
家
屋
の
解
体
の

実
施
に
伴
い
大
量
の
廃
棄

物
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
仮
置
き
場
と
し

て
熊
町
地
区
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
か
ら
東
側
の
場
所
を

候
補
地
と
し
て
計
画
し
て

い
る
が
、
除
染
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
仮
置
き
場
の

面
積
が
不
足
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

阿
部

町
長

問 除染後でも希望があれば解体すべき

答 国に要望する

解
体
除
染

愛着のある我家だけに判断が難しい

復興にかかせない焼却炉

問 

復
興
の
た
め
早
急
に
設
置
す
べ
き

答 

国
・
県
・
町
で
協
議
し
進
め
る

減容施設

阿
部
　
光
國 

議
員

　

焼
却
炉
な
ど
の
減
容
施

設
は
、
必
要
不
可
欠
な
施

設
と
考
え
て
い
る
。

　

町
で
は
、
環
境
省
に
対

し
焼
却
炉
の
設
置
を
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

早
期
に
設
置
で
き
る
よ

う
、
国
・
県
・
町
の
三
者

で
協
議
を
し
な
が
ら
進
め

て
行
く
。



13 おおくま議会だより第35号
2015年11月１日発行

定数削減した他町を調査

特  

別  

委  

員  

会

委  
員  

会  

条  

例

議会議員定数および報酬特別委員会
平成26年12月から９回にわたり調査を実施

議員定数14人から12人へ
９月定例会で２人減可決

大
熊
町
議
会
議
員
の
定
数
お
よ
び
報
酬
等
に
関
す
る
特
別
委

員
会
は
、
平
成
26
年
12
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
、
9
回
に
わ
た

り
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

定
数
を
２
人
減
と
し
、
報
酬
は
現
状
維
持
と
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
９
月
定
例
会
で
、
条
例
改
正
を
行
い
、
11
月
15
日

施
行
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

検
討
し
た
６
つ
の
課
題

報
酬
は
現
状
維
持

常
任
委
員
会構

成
人
数
見
直
す

総
務
文
教常

任
委
員
会

７
人
か
ら
６
人

産
業
厚
生常

任
委
員
会

７
人
か
ら
６
人

①
震
災
直
後
に
区
長
会
か
ら
受
け
た
削
減
要
望
の
検
証
。

②
復
興
公
営
住
宅
の
居
住
も
含
め
た
、
町
民
生
活
の
自
立
再
建

状
況
。

③
議
会
に
求
め
ら
れ
る
行
政
監
視
、
政
策
策
定
、
議
会
運
営
な

ど
、
各
機
能
の
維
持
強
化
。

④
人
口
に
応
じ
た
議
員
の
適
性
人
数
。

⑤
町
の
財
政
的
な
要
因
な
ど
、
適
正
な
定
数
の
あ
り
方
。

⑥
常
任
委
員
会
の
構
成
と
運
営
上
合
議
で
き
る
最
低
人
数
。

　
以
上
の
課
題
を
検
討
し
た
結
果
、
現
状
で
は
定
数
見
直
し
が

必
要
な
状
況
で
は
な
い
が
、
議
員
が
自
ら
資
質
を
高
め
対
応
す

る
こ
と
は
可
能
と
判
断
し
、
2
人
減
と
し
ま
し
た
。

　
町
民
が
広
域
的
に
避
難
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
活
動
量
が
震

災
前
と
比
較
し
て
極
め
て
膨
大
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
復
興

に
向
け
て
増
加
傾
向
は
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の

町
の
状
況
を
鑑
み
、
報
酬
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
と
結
論
づ
け

ま
し
た
。

議
員
定
数
の
見
直
し
に
伴
い
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

お
よ
び
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
構
成
人
数
を
見
直
し
、

9
月
定
例
会
で
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
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考
え
て
い
る
。

　
　

既
存
の
建
物
を
撤
去

し
、
前
倒
し
で
施
工
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

9
月
ま
で
居
住
者
が

い
る
た
め
、
退
去
し
だ
い

建
物
を
撤
去
し
、
早
期
完

成
を
目
指
す
。

　
　

大
川
原
の
復
興
拠
点

に
設
置
す
る
施
設
は
決
ま

っ
て
い
る
が
、
何
を
優
先

さ
せ
る
の
か
。

　
　

何
を
優
先
さ
せ
る
か

は
今
後
検
討
す
る
課
題
で

あ
る
。
国
で
は
廃
炉
の
研

究
施
設
設
置
を
考
え
て
い

る
。

　
　

植
物
工
場
の
生
産
規

模
と
雇
用
者
数
は
。

　
　

生
産
能
力
は
1
日
当

た
り
３
０
０
０
株
、
雇
用

は
12
人
程
度
考
え
て
い
る
。

問答問答問答

総
務
文
教
委
員
会

７
月
５
日
、
中
通
り
連
絡
事
務
所
、
大
川
原
地
区

復
興
拠
点
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
係
わ
る
交
付
金
の
使

途
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

中
通
り
に
は
、
町
民
１
５
０
０
人
以
上
が
避
難
し

て
お
り
、
現
在
二
本
松
市
に
あ
る
中
通
り
連
絡
事
務

所
を
第
二
次
復
興
計
画
に
基
づ
き
、
郡
山
市
に
整
備

す
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

二本松市から郡山市に移設
居住者の利便性向上

事　
務　
所

中　
通　
り

　
　

便
利
の
良
い
場
所
で

選
挙
の
投
票
率
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
の
で
は
。

　
　

国
道
4
号
線
バ
イ
パ

ス
や
49
号
線
、
東
北
自
動

車
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も

良
好
な
場
所
で
あ
る
。

　

今
秋
の
選
挙
に
は
間
に

合
わ
な
い
が
、
次
回
に
は

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　

町
で
土
地
の
購
入
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　

町
で
他
自
治
体
の
土

地
を
購
入
す
る
こ
と
は
難

し
い
の
で
借
地
に
な
る
。

　
　

新
し
い
中
通
り
連
絡

事
務
所
は
い
つ
か
ら
使
用

で
き
る
の
か
。

　
　

平
成
28
年
4
月
に
開

設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

郡
山
に
は
約
１
０
０

０
人
避
難
し
て
い
る
。
事

務
所
は
プ
レ
ハ
ブ
と
聞
い

て
い
る
が
恒
久
的
な
建
物

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

軽
量
鉄
骨
造
で
建
設

す
る
。
恒
久
的
な
建
物
と

問答問答問答問答

　
　

基
金
に
積
ん
だ
４
６

１
億
円
の
使
途
に
つ
い
て

国
と
の
調
整
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

連
日
調
整
し
て
い
る

が
、
国
で
は
現
金
給
付
や

資
産
形
成
に
繫
が
る
使
途

は
認
め
て
い
な
い
。

　

難
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。

　
　

自
由
度
の
高
い
交
付

金
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

全
体
的
な
使
途
は
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
生
活

支
援
策
に
つ
い
て
の
議
論

は
進
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
申
請
を
し
な

い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

や
、
県
外
居
住
者
、
高
齢

者
に
と
っ
て
使
い
勝
手
が

悪
い
。

　

あ
る
程
度
自
由
度
は
あ

る
が
、
ま
だ
詰
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問答問答

中
通
り
連
絡
事
務
所

大
川
原
復
興
拠
点

影
響
緩
和
交
付
金

植
物
工
場

　　　　　　　　　　　　　　　　大いにご利用ください… 予定地：郡山市希望ヶ丘 11-8

（配置イメージ）

大熊町
中通り事務所

駐車スペース

既存　公務員宿舎

×
撤
去
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産
業
厚
生
委
員
会

8
月
4
日
、
い
わ
き
出
張
所
で
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
運
営
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
大
川
原
地
区
の
拠
点
づ
く
り
を
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
構
成
し
進
め
て
い
る
が
、
横
断
的
な

業
務
運
営
が
出
来
て
い
な
い
た
め
、
本
来
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
機
能
に
な
る
様
に
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

7
月
4
日
郡
山
市
、
8
月
23
日
水
戸
市
、
8
月
30
日
会
津
若
松
出
張
所
の
３
回
、
町

民
と
の
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

座
談
会
で
は
、
議
会
運
営
に
対
す
る
厳
し
い
意
見
や
生
活
再
建
支
援
、
児
童
生
徒
の

送
迎
バ
ス
の
安
全
確
保
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
8
日
委
員
会
を
開
催
し
、
児
童
生
徒
の
送
迎
バ
ス
の
さ
ら
な
る
安
全
確
保
に
つ

い
て
提
言
し
ま
し
た
。

復興を前進させるため
プロジェクトチームの構築を提言

児
童
生
徒
の
送
迎
バ
ス
の

さ
ら
な
る
安
全
確
保
を
提
言

拠
点
整
備

大
川
原
地
区

総　

務　

課

環
境
対
策
課

企
画
調
整
課

復
興
事
業
課

主
な
意
見

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
は

新
規
事
業
を
行
う
場
合
に
、
こ
の
目
的
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
臨
時
で
組
織
さ
れ
た
集
団
の
こ
と
。

こ
れ
を
組
織
す
る
た
め
に
は
、
組
織
内
の
各
部
署
か

ら
適
任
で
あ
る
と
思
わ
れ
れ
る
人
材
を
抜
擢
し
て
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
、
目
的
が
達
成
さ
れ
れ
ば
そ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
解
散
す
る
。

左
図
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
構
築
を
提

言
し
ま
し
た
。

○
復
興
公
営
住
宅
に
町
の

相
談
員
を
配
置
す
べ
き
。

○
住
民
票
が
な
い
と
市
営

墓
地
が
購
入
で
き
な
い
。

○
中
間
貯
蔵
施
設
内
の
文

化
財
保
護
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
。

○
解
体
除
染
の
判
断
が
つ

か
な
い
。

○
除
染
実
施
後
の
農
地
で

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
栽
培

し
て
は
ど
う
か
。

○
送
迎
バ
ス
が
外
部
委
託

で
あ
る
た
め
、
安
全
運

行
の
管
理
が
充
分
で
は

な
い
。

○
児
童
生
徒
の
イ
ベ
ン
ト

は
浜
通
り
、
中
通
り
会

津
地
方
で
バ
ラ
ン
ス
良

色々な意見がでました

く
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

一つの組織として復興拠点整備に
予算管理、設計・工事管理まで携わる。

復興拠点
プロジェクトチーム

産
業
建
設
課 出

向
出
向

出
向

出
向 出

向
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委

員

長
　
　
加
藤
　
良
一

副
委
員
長
　
　
阿
部
　
光
國

委
　
員
　
　
廣
嶋
　
公
治

委
　
員
　
　
伊
藤
　
昌
夫

委
　
員
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
吉
岡
健
太
郎

委
　
員
　
　
石
田
　
洋
一

発
行
責
任
者
　
　
千
葉
　
幸
生

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

議会だよりに ご意見・ご要望 を
お寄せください

任期中最後の発行となりました。
読みやすい、解りやすいをモットーに誌面づくりをして
きました。次号からは新しいメンバーでの発行になりま
す。４年間ありがとうございました。

広報公聴常任委員会一同

詳しくは大熊町議会（☎0242-26-3844）まで
お問い合わせください

昭
和
63
年
５
月
、
地
区
婦
人

モ
デ
ル
学
級
と
し
て
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
平
成
11
年
に
「
熊

１
区
す
み
れ
会
」
に
改
称
し
現
在

ま
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

会
員
数
は
50
代
～
70
代
ま
で

の
19
名
で
、
震
災
前
は
、
毎
月
15

日
に
お
年
寄
り
と
の
食
事
会
（
い

ち
ご
の
日
）
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
空
き
缶
な
ど
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
、
行
政
区
の
行
事
の
お

手
伝
い
、
親
睦
旅
行
な
ど
も
行
っ

て
ま
し
た
。

震
災
後
は
会
津
若
松
市
や
い

わ
き
市
で
懇
親
会
を
開
催
し
交

流
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
来
年
は
設
立
30
周
年
を

迎
え
ま
す
。
記
念
事
業
を
行
う
た

め
事
業
委
員
会
を
立
ち
上
げ
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
懇
親
会
を
開
催
し
親

睦
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

橘　

弘
美

今回は
30年の歴史を持つ をご紹介します。熊１区 すみれ会

サ
ー
ク
ル
紹
介


